












































































たコーパス。全体で約 210 万字。対象としている雑誌は、1894（明治 27）年・
1895（明治 28）年『女学雑誌』（女学雑誌社）、1909（明治 42）年『女学世界』（博
文館）、1925（大正 14）年『婦人倶楽部』（講談社）である。
③新潮文庫の 100 冊（1895 〜 1987）
　1995 年 12 月に新潮社から発行されたCD-ROMによる電子書籍。本稿では、
太陽コーパスと近代女性雑誌コーパス（1920 年代まで）と、現代日本語書き言






新聞、白書、教科書、広報紙、Yahoo ! 知恵袋、Yahoo ! ブログ、韻文、法律、国
会会議録を収録しており、合計約 1億 480 万語からなる。
注 3「国立国語研究所言語データベースとソフトウェア」http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/















「結果」29506 例うち「結果」+助詞 +動詞 異なり語数 301 語　延べ語数　
8144 語
「成果」 4992 例うち「成果」+助詞 +動詞 異なり語数 182 語　延べ語数　
1975 語
　全サブコーパス、全年代を含めた「結果」と「成果」+助詞 +動詞の用例は以




　表 1、表 2における◎印は、「結果」または「成果」において 0.3% 以上用例があ
り、且つ一方には用例がみられなかった動詞である。○印は、「結果」または「成









	 表 1	「結果」　全体抽出数	 表 2　「成果」　全体抽出数
　動詞 抽出数 出現率 　動詞 抽出数 出現率
○為る 1822 22.4% ○上げる 558 28.3%
○成る 1206 14.8% ◎上がる 117 5.9%
　出る 658 8.1% 　得る 115 5.8%
　得る 348 4.3% 　為る 104 5.3%
　因る 318 3.9% 　踏まえる 90 4.6%
　見る 306 3.8% 　出る 75 3.8%
　出す 241 3.0% 　つく 57 2.9%
　基づく 205 2.5% ○収める 55 2.8%
　つく 202 2.5% 　有る 52 2.6%
　踏まえる 191 2.3% 　因る 51 2.6%
　齎す 179 2.2% 　出す 39 2.0%
　言う 124 1.5% 　見る 35 1.8%
◎終わる 111 1.4% 　言う 33 1.7%
◎招く 104 1.3% 　齎す 33 1.7%
　示す 103 1.3% 　基づく 29 1.5%
　有る 90 1.1% ○現われる 28 1.4%
　生む 88 1.1% ○生み出す 26 1.3%
　残す 83 1.0% 　示す 21 1.1%


























































「結果」327 例 うち「結果」+助詞 +動詞 異なり語数 44 語 延べ語数139 語
「成果」 33 例 うち「成果」+助詞+動詞 異なり語数 15 語 述べ語数 22 語
	 表 3　新潮「結果」全体	 表 4　新潮「成果」全体
動詞 抽出数 出現率 動詞 抽出数 出現率
成る 36 25.9% 上げる 5 22.7%
有る 19 13.7% 収める 3 13.6%
為る 15 10.8% 上がる 2 9.1%
見る 12 8.6% 有る 1 4.5%
知る 4 2.9% 見る 1 4.5%
分かる 3 2.2% 言う 1 4.5%
言う 3 2.2% つく 1 4.5%
終わる 3 2.2% 感嘆する 1 4.5%
予想する 3 2.2% 見に行く 1 4.5%
招く 3 2.2% 横取りする 1 4.5%
発表する 2 1.4% 期待する 1 4.5%
於く 2 1.4% 信じる 1 4.5%
過ぎる 2 1.4% 調べる 1 4.5%


























「結果」3861 例 うち「結果」+助詞 2340 語
「成果」 36 例 うち「成果」+助詞 20 語
「結果」+助詞 +動詞 異なり語数 167 語 延べ語数 1491 語
「成果」+助詞 +動詞 異なり語数 9 語 延べ語数 12 語
近代女性雑誌コーパス
「結果」 185 例 うち「結果」+助詞 117 例
「成果」 2 例 うち「成果」+助詞 1 例
注 6 付録表 15 を参照。
−118−
「結果」+助詞 +動詞 異なり語数 38 語 延べ語数 71 語
「成果」+助詞 +動詞 異なり語数 1 語 延べ語数 1 語
　「結果」「成果」の助詞を介して後接する動詞について、太陽コーパスは表 5、表
6、近代女性雑誌コーパスは表 7、表 8に示している。
	 表 5　太陽「結果」全体抽出数	 表 6　太陽「成果」全体抽出数
動詞 抽出数 割合 動詞 抽出数 割合
為る 397 26.6% 有る 2 10.0%
有る 146 9.8% 為る 2 10.0%
生ずる 120 8.0% 収める 2 10.0%
得る 89 6.0% 獲得する 1 5.0%
成る 85 5.7% 見る 1 5.0%
因る 79 5.3% 生み出す 1 5.0%
見る 75 5.0% 得る 1 5.0%
（外ならない） 46 3.1% 収め得る 1 5.0%






	 表 7　近代女性雑誌「結果」全体	 表 8　近代女性雑誌「成果」全体
動詞 抽出数 割合 動詞 抽出数 割合





















は 1例（1.4%）みられた。「結果」での「収める」は、新潮文庫の 100 冊には例がな

















































































（表 9）（表 10）。BCCWJ の全ジャンル全期間を対象に改めて調査してみると、「結
果」は「調査─」や「調査の─」の共起率が高く、「成果」は「研究─」、「研究の
─」と共起しやすいことが明らかとなった。
	 表 9「結果」に先行する語連鎖全体	 表 10	「成果」に先行する語連鎖全体
語連鎖 抽出数 割合 語連鎖 抽出数 割合
その 80 20.0% その 46 11.5%
この 30 7.5% 研究 35 8.8%
調査 16 4.0% 研究の 15 3.8%
〜。 13 3.3% 大きな 10 2.5%
調査の 10 2.5% 活動の 10 2.5%
実験 6 1.5% これらの 9 2.3%
〜致しました 4 1.0% 具体的な 4 1.0%
以上の 4 1.0% この 4 1.0%
〜という 3 0.8% 所期の 4 1.0%
〜を行った 3 0.8% 測量 4 1.0%
研究 3 0.8% 一定の 3 0.8%
これらの 3 0.8% 開発 3 0.8%
審査の 3 0.8% 学習の 3 0.8%






行った。すると「大きな結果」は約 306,000 件、「大きな成果」は約 1,670,000 件、





















　太陽コーパスは「結果」3861 例のうち、検索結果冒頭から 100 例を抽出。「成果」
は全 36 例を目視で調査した。近代女性雑誌コーパスは、「結果」185 例のうち、検











文庫の 100 冊の対象年代全例、BCCWJ の全期間全サブコーパスを対象に、「結果」
に先行する「良い─」「いい─」「好─」「好ましい─」について調査を行った（表
11）〜（表 14）。







表 11　「少納言」 表 12　新潮文庫
抽出数 出現率 抽出数 出現率
良い結果 76 0.3% 良い結果 1 0.3%
いい結果 90 0.3% いい結果 2 0.6%
好結果 44 0.1% 好結果 0 0.0%
好ましい結果 15 0.1% 好ましい結果 0 0.0%
表 13　太陽 表 14　近代女性
抽出数 出現率 抽出数 出現率
良い結果 1 0.0% 良い結果 0 0.0%
いい結果 0 0.0% いい結果 0 0.0%
好結果 77 2.0% 好結果 11 5.9%













































表 15　新潮文庫の 100 冊
　著者名 　　　作品名 初出年 「成果」
樋口一葉 にごりえ／たけくらべ 1895 0
泉鏡花 高野聖／歌行燈 1900/1910 0
伊藤左千夫 野菊の墓 1906 0
島崎藤村 破戒 1906 0
柳田国男 遠野物語 1910 0
石川啄木 一握の砂／悲しき玩具 1910/1912 0
夏目漱石 こころ 1914 0
森鴎外 山椒大夫／高瀬舟 1915/1916 0
芥川龍之介 羅生門／鼻 1915/1916 0
志賀直哉 城の崎にて／小僧の神様 1917/1920 0
有島武郎 小さき者へ／生れ出づる悩み 1918 0
武者小路実篤 友情 1919 0
谷崎潤一郎 痴人の愛 1924 0
梶井基次郎 檸檬 1925 0
林芙美子 放浪記 1930 0
堀辰雄 美しい村／風立ちぬ 1933/1936-37 0
宮沢賢治 銀河鉄道の夜 1934 0
川端康成 雪国 1935 0
山本有三 路傍の石 1937 0
三木清 人生論ノート 1941 0
中島敦 李陵／山月記 1942 （動詞）1
小林秀雄 モオツァルト／無常という事 1946 2
石川淳 焼跡のイエス／処女懐胎 1946/1948 1
竹山道雄 ビルマの竪琴 1947-1948 0
太宰治 人間失格 1948 0
大岡昇平 野火 1952 0
壺井栄 二十四の瞳 1952 0
井上靖 あすなろ物語 1953 0
福永武彦 草の花 1954 0
三島由紀夫 金閣寺 1956 0
松本清張 点と線 1957 0
大江健三郎 死者の奢り／飼育 1957/1958 0
開高健 パニック／裸の王様 1957/1958 3
三浦哲郎 忍ぶ川 1960 0
水上勉 雁の寺／越前竹人形 1961/1962 1
安部公房 砂の女 1962 2
山本周五郎 さぶ 1963 0
北杜夫 楡家の人びと 1964 1
吉行淳之介 砂の上の植物群 1964 1
阿川弘之 山本五十六 1965 6
−126−
井伏鱒二 黒い雨 1965 0
司馬遼太郎 国盗り物語 1965 0
倉橋由美子 聖少女 1965 0
遠藤周作 沈黙 1966 0
野坂昭如 アメリカひじき／火垂るの墓 1967 0
有吉佐和子 華岡青洲の妻 1967 2
星新一 人民は弱し官吏は強し 1967 9
石川達三 青春の蹉跌 1968 1
五木寛之 風に吹かれて 1968 0
立原正秋 冬の旅 1968 1
三浦綾子 塩狩峠 1968 0
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